
  

  ２０２３年１１月２日 

チェコ・フィルハーモニー管弦楽団 東京公演に特別協賛しました 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上プライマリー生命保険株式会社（社長：藏田 順）は、

２０２３年１０月２９日（日）、３１日（火）および１１月１日（水）にサントリーホール（赤坂）で開催され

た「チェコ・フィルハーモニー管弦楽団」（以下、「チェコ・フィル」）の東京公演に特別協賛しました。 

１８９６年に設立された「チェコ・フィル」は、優れた演奏技術と共感力のある音楽表現で知られており、

その長い歴史と伝統に基づいた音楽的な貢献により、世界的な名声を持つオーケストラのひとつです。 

３日にわたって開催された本公演では、チェコを代表する作曲家ドヴォルザークの後期交響曲３曲と、チェ

ロ、ピアノ、ヴァイオリンのコンチェルトを組む協奏曲３曲が上演され、豪華絢爛な構成でご来場いただいた

お客さまを魅了しました。 

初日となる２９日（日）は、チェロ協奏曲と交響曲第８番が演奏されました。チェロ協奏曲のソリストとし

て、パブロ・フェランデス氏が華麗な演奏を披露し、同氏が奏でる情感豊かな音色に会場全体が包まれました。 

 ３１日（火）の公演では、ソリストに若き才能で注目される藤田真央氏を迎えたピアノ協奏曲と、交響曲第

７番が演奏され、同氏の圧倒的な技術と繊細な表現力が会場の耳の肥えたお客さまを魅了しました。さらに、

アンコールで演奏されたブラームスのハンガリー舞曲第５番は、会場に感動の余韻を残しました。 

 最終日の１日（水）には、ヴァイオリン協奏曲と『新世界より』のタイトルで親しまれている交響曲第９番

が演奏されました。ヴァイオリンソリストであるギル・シャハム氏の驚異的な技巧、楽団の独特な音楽性に、

会場からは惜しみない拍手が送られました。 

３公演を通じた「チェコ・フィル」の誇り高き歴史を反映した演奏によって、ご来場いただいたお客さまに

は音楽の魅力に浸り、時代や国境を超えた感動の瞬間を共有いただくことができました。 

当社は、世界一流の芸術・文化を紹介する文化貢献活動に継続的に取り組み、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス 

グループが目指す「レジリエントでサステナブルな社会」の実現に貢献してまいります。 

１０月３１日（火）公演の様子（サントリーホール・大ホール） 

 

 

 

＜本件に関するお問合わせ先＞ 

三井住友海上プライマリー生命保険株式会社 経営企画部 広報担当   電話 ０３－３２７９－９００１ 

 

 

 



  

 

公演概要 

公 演 名：三井住友海上プライマリー生命 Presents 

チェコ・フィルハーモニー管弦楽団 東京公演 

日 時：２０２３年１０月２９日（日）午後２時開演 

２０２３年１０月３１日（火）午後７時開演 

２０２３年１１月 １日（水）午後７時開演 

会 場：サントリーホール（赤坂） 

主 催：株式会社日本経済新聞社／株式会社ジャパン・アーツ 

特 別 協 賛：三井住友海上プライマリー生命保険株式会社 

後 援：チェコ共和国大使館 

プログラム：ドヴォルザーク 

１０月２９日（日） 

序曲『オセロ』Ｏｐ．９３ 

チェロ協奏曲 ロ短調 Ｏｐ.１０４〔チェロ：パブロ・フェランデス〕 

交響曲第８番 ト長調 Ｏｐ.８８ 

１０月３１日（火） 

序曲『謝肉祭』Ｏｐ．９２ 

ピアノ協奏曲 ト短調 Ｏｐ.３３〔ピアノ：藤田真央〕 

交響曲第７番 ニ短調 Ｏｐ.７０ 

１１月 １日（水） 

序曲『自然の中で』Ｏｐ．９１ 

ヴァイオリン協奏曲 イ短調 Ｏｐ.５３〔ヴァイオリン：ギル・シャハム〕 

交響曲第９番 ホ短調 Ｏｐ.９５ 


